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第 21 回農薬製剤 ・ 施用法シ ン ポジ ウム

日時 ：平成 13年 11 月 1 日 （木）〜2 日　（金）

場所 ：ホテ ル おかだ （神奈川県足柄下郡箱根町）

主催　 日本農薬学会　農薬製剤 ・施用法研究会

協賛 ：農業機械学会 ， 雑草学会 ， 粉体工 学会 ， 日本化学会 ， 高分子学会，

　　　色材協会 ， 日本油化学会， 日本液体微粒子化学会

　第 21 回農薬製剤 ・施用法 シ ン ポ ジ ウ ム は ll月 1〜2 日の

2 日間箱根 の ホ テ ル で 開催さ れ た．参加者は 224 名と盛会

で，海外か らの 参加者 は 13名で あっ た．

　発表は特別講演 3件 ， 技術研究発表 10件 ， フ ォ
ー

ラム 2

件およびポス タ
ー

セ ッ シ ョ ン 5件で あっ た．

　特別講演 は，先ず Syngentaの Mulqueen氏 に
“
Trends　in

Pesticide　Formulation　and 　Application　Tochnologies　 in

Europe”とい う演題で ヨ ー
ロ ッ パ に おけ る農薬製剤 ・施 用

法 の 現状 お よび 今後 の 動向 に つ い て 講演 を頂 い た．海外 の

動向を知 る上 で非常に参考にな っ たと思われ る．次 い で，

ポー
ラ化成工 業 の 鷺谷広道氏 に

“
エ マ ル シ ョ ン の 作製技術

”

と題 して理論を交えた各種 エ マ ル シ ョ ン の 作 り方の 話をし

て 頂 い た．農薬製剤 で は エ マ ル シ ョ ン 化技術 は 欠か せ ない

もの で あり， 製剤研究者に とっ て勉強にな っ た と思われ る．

最後に 日本農薬の 柴山正
一

氏 に
“
生産現場か らみ た農薬製

剤
”

と題 して 講演を頂 い た．柴山氏は研究所 と工場 の 両方

を経験され て い る方 で あ り， 農薬製剤 の 研究 レ ベ ル と生産

現場 との ス ケール ギャ ッ プ の 問題や生産現場 で の 苦労な ど

に つ い て話され た．研究段階 で は 思 い も至 らない 苦労話な

どが あ り，非常 に興 味深 い 話 をして 頂 い た．

　技術研究発表は下記 10件行われ，製剤，施用法お よび 資

材関連な どに 亘 っ て の 内容 で 非常 に 興味 あ る発表で あ っ

た，

1．ピ リプ ロ キ シ フ ェ ン を含有するテ
ープ製剤 ［第 3報］

　　
°
井上雅夫，中村知史 （住友化学工 業 （株）農業化学品研

　　究所）

2．パ ル ス 型薬物放出デ バ イス の 設計

　　牧野公子 （東京理科大学薬学部）

3．ゲ ル タ イプ 「カープ レ ッ クス BS −312」の 顆粒水和剤用

　　担体へ の 展開

　　
゜
濱野英明 （塩野義製薬（株）工 業薬品部）

4．Foam 　Control　Agents　for　Trisiloxane　Alkoxylate　Based

　　Adjuvants

　　K ．Koczo ，
°R ．　 A ，　Ness，　G ．　 A ．　Polioello（Crompton

　　Corporations）

5．Some　Applications　 of 　Narrow　Range 　Ethoxylate　Sur−

　　factants　in　Agriculture

　　Paul　L 　GriMths
，

°Andrew　F．　Kirby，　Ashley　S．　Martin

　　（Huntsman 　Corporation　Austra且ia　Pty　Limited）
6．新規省力型製剤の RC ヘ リ散布へ の 適用性検討

　　
゜
赤司宗貴，大川哲生，藤田茂樹，加藤　進 （ク ミアイ

　　化学工 業 （株）化学研究所）

7．液剤地上散布に関与する ノ ズ ル の 諸特性
一

少量散布用

　　ノ ズ ル の 開発
一

　　窟 原佳彦 （生研機構　生産 シ ス テム 研究部）

8，RI化合物 を使用 しな い ク チ ク ラ 膜透過量測定方法 と

　　ア ジ ュ バ ン ト効果の 解析
一

トリア ジ ン 系 除草剤の ア

　　 ジ ュ バ ン ト探索へ の アプ ロ
ー

チ
ー

　　
e
前川祐

一
， 橋本成三 ，勝浦喜代志 （日本曹達 （株）小 田

　　原研究所製剤研究部）

9，グリボ サートの 土壌吸着に 及 ぼ す pH ， 塩 ， 界面活性剤

　　の影響

　　佐藤達雄，
°
中村直紀 （日本 モ ン サ ン ト（株）製剤技術研

　　究所）

10．Water　Dispersible　Granule：Granulation　Processes　and

　　Formulation　Strategy

　　Dan 　Haggard（Crompton　Corporation）

　フ ォ
ーラ ム で は 以下 に 示す 2件の 国際学会参加報告 が 行

われた．

LCIPAC ／FAO 　Meeting参加報告

　　粂 田貴子 （三井化学（株）ライフサ イエ ン ス 研究所）

2．第 6 回国際農薬ア ジ ュ バ ン トシ ン ポジ ウ ム 参加報告

　　前川祐
一

（日本曹達（株）小田原研究所製剤研究部）

　ポス タ
ー

セ ッ シ ョ ン で は製造装置や物理性 試 験装置 の 5

件の 発 表が 行 わ れ
， 多数の 参加者の 関心を集めてい た．

　なお ，次回の シ ン ポ ジ ウ ム は平成 14年 10月 24〜25 日に

静岡で開催する予定 に な っ て い ます．多数の方々 の ご参加

をお願 い します．　　　 （北興化学工 業 （株）米村伸 二）
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